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五
分飯
。回

毒事
) 11 'L' 
支街
流か
-t:l主り

川 車
ので

産翌
福尺
み水

暴露
水電
路に

装集
るれ
。た

一古
1¥ ~、

九
九
(
明
治
三
十
二
)
年
、
飯
田

電
灯
が
伊
爽
合
で
初
め
て
護
し

た

「
松
川
第
一
発
電
所
」
の
遺
構

だ。
飯
田
電
灯
は
地
元
の
有
力
者
ら

が
設
立
。
発
電
所
は
米
国
製
発
電

機
務
備
え
、
飯
田
町
や
鼎
町
(
現

飯
田
市
)
な
ど
に
電
力
疾
供
給
し

た
。
増
設
が
二
回
仔
わ
れ
、

一九

一
五
(
大
正
四
)
年
に
は
約
三
千

初
年
届
け
た
文
明
の
輝
き

(飯田市上飯田〉

三
百
戸
に
送
電
し
た
が
、
同
社
は

三
年
後
に
伊
那
電
車
軌
道
と
合

併
。
発
軍
附
は
三
O
(昭
和
五
)

年
に
廃
止
さ
れ
た
。

二
O
O三
年
十
一
月
、
地
域
の

補
掃
活
動
を
し
て
い
た
人
た
ち

が
偶
然
、
発
電
所
の
水
車
ラ
ン
ナ

ー
(
羽
根
車
)
二
個
を
発
見
。
一

個
は
岡
市
の
中
部
電
力
飯
田
営

業
所
の
玄
関
わ
き
に
展
示
さ
れ

た
。発

電
所
が
完
成
し
た
当
時
に
作

ら
れ
た
飯
田
町
数
え
歌
に
は
「
八

つ
闇
夜
を
照
ら
す
電
灯
も
、
長

姫
城
祉
に
輝
け
り
」
と
あ
る
。
地

域
に
文
明
の
灯
を
届
り
た
発
電
所

は
三
十
年
に
わ
た
っ
て
働
い
た

後
、
記
憶
の
か
な
た
に
消
え
て
い

っ

た

。

(

中
山
道
雄
)
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